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は
じ
め
に

企
業
に
お
け
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
円
滑
な
運
用
に
は
、
評
価
シ
ス
テ
ム
、
評
価
制
度
の
存
在
と
そ
の
良
否
が
大
き
く
影
響
す
る
。

採
用
、
能
力
開
発
、
配
置
・
異
動
、
昇
進
・
昇
格
、
賃
金
・
賞
与
の
決
定
な
ど
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
諸
側
面
で
評
価
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
最
終
的
な
目
的
は
業
績
の
持
続
的
な
向
上
に
よ
る
企
業
経
営
の
維
持
、
発
展
に
資

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
良
好
な
評
価
シ
ス
テ
ム
は
優
れ
た
企
業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
だ
と
い
え
る
。

評
価
シ
ス
テ
ム
は
能
力
開
発
か
ら
適
正
配
置
、
公
正
処
遇
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
目
的
、
役
割
、
機
能
を
有
し
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
そ
の
う
ち
能
力
開
発
機
能
、
人
材
育
成
機
能
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
機
能
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。
人
材
育
成
の
た
め
の
評

論　

説

一
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価
シ
ス
テ
ム
と
い
う
側
面
を
中
心
に
評
価
制
度
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
組
織
と
く
に
企
業
に
お
け
る
評
価
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
本
稿
で
の
用
語
法
を
整
理

す
る
。
次
い
で
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の
多
様
な
目
的
を
挙
げ
て
そ
の
関
連
性
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の
役
割
、
機
能
を
大

き
く
人
材
育
成
・
活
用
機
能
と
公
正
処
遇
機
能
に
区
分
す
る
。
さ
ら
に
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
人
事
考
課
制
度
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の

定
義
づ
け
を
行
う
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
近
の
ト
レ
ン
ド
だ
と
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
わ
が
国
の
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
、
人
事
考
課
制
度
と
の
異
同
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
の
よ
う
に
評
価
シ
ス
テ
ム
の
概
念
と
機
能
の
整
理
が
本
稿
の
前
段
で

あ
る
。

本
稿
の
後
段
で
は
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の
中
か
ら
人
事
考
課
制
度
を
主
に
取
り
上
げ
、
ま
ず
人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
考
課
の
考
え
方
、

枠
組
な
ど
の
基
礎
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
に
、
統
計
資
料
や
企
業
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
人
材
育
成
・
能
力
開
発
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
に
活
用
す
る
た
め
の
要
件
、
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
後
は
、
む
す
び
に
か
え
て
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
能
力
主
義
の
再
評
価
と
、
人
事
考
課
に
お
け
る
能
力
考
課
の
復
権
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
る
。

二　

評
価
シ
ス
テ
ム
に
関
連
す
る
概
念
の
整
理

1　

多
様
な
目
的
、
役
割
、
機
能
を
有
す
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

組
織
と
く
に
企
業
に
お
け
る
評
価
に
は
、
財
務
面
の
評
価
、
事
業
価
値
の
評
価
を
は
じ
め
様
々
な
評
価
領
域
が
あ
る
が
、
本
稿
で
考
察

す
る
の
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
対
象
に
す
る
「
人
」、
経
営
資
源
と
し
て
の
人
材
に
対
す
る
評
価
の
領
域
で
あ
る
。

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
で
の
明
確
に
シ
ス
テ
ム
化
し
た
評
価
制
度
に
は
、
人
事
考
課
制
度
、
人
材
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
多
面
評
価
制
度
、

二
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職
種
適
性
検
査
、
管
理
職
適
性
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
昇
格
審
査
制
度
、
昇
進
試
験
制
度
、
性
格
検
査
な
ど
多
様
な
種

類
の
制
度
、
シ
ス
テ
ム
、
ツ
ー
ル
が
あ
る
。
こ
の
中
で
も
歴
史
と
実
績
の
積
み
重
ね
が
あ
り
、
定
期
的
、
継
続
的

に
実
施
さ
れ
て
い
て
情
報
量
と
し
て
最
も
豊
富
な
評
価
シ
ス
テ
ム
は
人
事
考
課
制
度
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
「
人
事
考
課
」
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
「
人
事
評
価
」
と
い
う
用
語
を
使
う
論
者
が
最

近
は
多
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
企
業
実
務
で
の
使
用
例
も
人
事
評
価
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
場
合
の
人
事

評
価
と
人
事
考
課
が
指
し
示
す
内
容
は
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
人
事
考
課
と
そ
れ
以
外

の
評
価
ツ
ー
ル
の
上
位
概
念
と
し
て
「
人
事
評
価
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
人
事
考
課
を
は
じ
め
と
す
る
右
に

例
示
し
た
評
価
制
度
、
ツ
ー
ル
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
運
用
シ
ス
テ
ム
、
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
た
別
概
念
と
し
て
人
事
評
価
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
概
念
と
し
て
は
「
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
∨
人
事
考
課
制
度
」、「
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
＝
人
事
考
課
制
度
＋
そ
の
他
の
評
価
制
度
」
の
関
係

に
あ
る
（
図
表
1
）。

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
実
に
多
様
で
あ
る
。
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ま
ず
企
業
が
求
め
る
人
材
像
、

期
待
像
、
役
割
像
を
人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
目
標
、
職
務
遂
行
の
基
準
、
評
価
の
基
準
と
し
て
事
前
に
明
示
す

る
。
事
後
に
、
結
果
に
対
す
る
評
価
・
分
析
を
通
じ
て
従
業
員
の
業
績
、
能
力
、
特
性
、
適
性
、
意
欲
・
態
度
、

業
務
遂
行
方
法
な
ど
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
情
報
、
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
情
報
を
収
集
す
る
。
収
集
し
た
情
報
に
基

づ
い
て
従
業
員
の
能
力
開
発
、
人
材
育
成
の
計
画
を
立
て
、
適
正
配
置
と
活
用
を
行
い
、
従
業
員
の
行
動
変
容
、

業
務
活
動
の
改
善
に
結
び
付
け
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
へ
と
展
開
す
る
。
一
方
で
、
評
価
制
度
の
存
在
そ
の
も

図表 1　人事評価システムと人事考課制度

人事評価システム

人事考課制度 その他の評価制度
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四
）

の
で
従
業
員
に
対
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
示
し
、
評
価
結
果
に
よ

る
納
得
性
の
あ
る
公
正
な
処
遇
を
実
現
す
る
こ
と
で
従
業
員
を
仕
事
へ

動
機
づ
け
、
個
人
お
よ
び
組
織
の
モ
ラ
ー
ル
（
士
気
）
を
高
揚
さ
せ
る
。

以
上
の
こ
と
を
通
し
て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
作
り
、
従
業
員
の
有

効
活
用
と
戦
力
化
で
組
織
の
活
性
化
と
生
産
性
向
上
を
図
り
、
企
業
業

績
の
向
上
を
実
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
総
体
と
し
て
の
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
は
、
最
終
的
に
は
組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
企

業
経
営
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
に
な
る
が
、
そ
の
過
程

で
は
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
表
2
）。

そ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
多
様
な
役
割
な
い
し
目
的
を
集
約
す
る

と
、
図
表
3
の
よ
う
に
二
つ
の
側
面
（
機
能
）
に
大
き
く
区
分
で
き
る
。

人
材
育
成
・
能
力
開
発
、
適
正
配
置
・
異
動
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成

に
関
連
し
た
「
①
育
成
・
開
発
・
活
用
」
の
側
面
と
、
昇
進
・
昇
格
、

賃
金
・
賞
与
の
決
定
に
関
連
し
た
「
②
選
別
と
処
遇
へ
の
反
映
」
の
側

面
で
あ
る
。
前
者
は
「
人
材
育
成
・
活
用
機
能
」、
後
者
は
「
公
正
処

遇
機
能
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
中
核

を
形
成
す
る
の
は
、
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
評
価
シ
ス
テ

図表 2　人事評価システムの多様な目的

・従業員の能力開発、人材育成
・従業員の適正配置と活用
・従業員の行動変容、業務遂行の改善
・キャリア開発・形成の支援

・納得性のある公正な処遇
（資格等級・役職、賃金・賞与）
・従業員に対するインセンティブ
・仕事への動機づけ
・モラール（士気）の高揚

・働きがいのある職場作り
・従業員の有効活用と戦力化
・組織の活性化、生産性向上
・企業業績の向上
・企業経営の発展

・企業が求める人材像、期待像、役割像の明確化
・評価と人材マネジメント情報、人事マネジメント情報の収集
（情報＝業績、能力、特性、適性、意欲・態度、業務遂行方法）

四
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ム
で
あ
る
人
事
考
課
制
度
で
あ
る
（
1
）

。

2　

人
事
考
課
制
度
の
定
義
と
人
事
考
課
が
持
つ
限
界

こ
こ
で
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
中
核
と
な
る
人
事
考
課
（
制
度
）
に
つ
い
て
、
そ
の
言
葉

の
定
義
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
に
お
け
る

実
務
界
の
代
表
的
理
論
家
で
あ
る
楠
田
丘
に
よ
る
「
従
業
員
一
人
一
人
の
日
常
の
職
務
行
動
を

通
し
て
、
各
人
の
職
務
遂
行
度
や
業
績
、
能
力
を
細
か
に
分
析
・
評
価
し
、
こ
れ
を
人
事
管
理

の
全
般
ま
た
は
一
部
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
人
事
考
課
（
2
）

」
と
す
る
簡
潔
な
定
義
で
あ
る
。
ま

た
、
研
究
者
の
代
表
的
定
義
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
は
、
白
井
泰
四
郎
の
「
人
事
考

課
（personnel appraisal, em

ployee rating, m
erit rating

）
と
は
、
従
業
員
の
日
常
の
勤
務
や

実
績
を
通
じ
て
、
そ
の
能
力
（ability

）
や
仕
事
ぶ
り
（perform

ance

）
を
評
価
し
、
賃
金
、
昇

進
、
適
正
配
置
、
能
力
開
発
等
の
諸
決
定
に
役
立
て
る
手
続
で
あ
る
（
3
）

」
と
い
う
定
義
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
従
業
員
の
日
常
の
職
務
行
動
が
評
価
対
象
に
な
り
、
そ
の
遂
行
度
、
業
績
、
能
力
な

ど
を
評
価
し
、
賃
金
、
昇
進
、
適
正
配
置
、
能
力
開
発
な
ど
の
人
事
管
理
制
度
・
施
策
の
全
般

あ
る
い
は
一
部
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
右
に
紹
介
し

た
以
外
の
論
者
も
ほ
ぼ
同
様
な
定
義
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
事
考
課
制
度
に
お
け
る
企
業
業
績
向
上
の
目
的
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
三
輪

図表 3　人事評価システムの二つの側面（機能）

① 育成・開発・活用 ：人材育成・活用機能

② 選別と処遇への反映

♦ 教育訓練・研修、能力開発・人材育成への結び付け

♦ 適正配置、異動・ジョブローテーションへの反映

♦ キャリア開発・形成への展開

♦ 社員等級格付け、等級（資格）昇格・降格者の決定

♦ 役職任用、昇進者・降職者の選定

♦ 賃金・昇給、賞与の決定 

：公正処遇機能

五
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卓
己
は
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
。（
人
事
考
課
は
）「
①
企
業
組
織
全
体
の
業
績
向
上
を
最
終
的
な
目
的
と
し
て
、
②
そ
れ
に
対
す

る
労
働
者
個
々
の
貢
献
度
や
貢
献
可
能
性
を
、
③
公
式
化
さ
れ
た
科
学
的
あ
る
い
は
合
理
的
な
方
法
に
よ
っ
て
定
期
的
に
評
価
し
、
④
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
労
働
者
の
処
遇
の
改
定
を
は
じ
め
、
個
別
の
選
抜
・
配
置
・
異
動
・
能
力
開
発
等
の
決
定
に
役
立
て
る
た
め
の
制
度
（
4
）

」。

こ
れ
ら
の
定
義
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
や
や
く
ど
く
な
る
が
筆
者
自
身
は
人
事
考
課
制
度
を
次
の
よ
う
に
包
括
的
に
定
義
づ
け
る
。

「
人
事
考
課
制
度
と
は
、
①
従
業
員
の
成
長
と
組
織
の
活
性
化
を
通
じ
て
企
業
業
績
の
向
上
と
企
業
経
営
の
発
展
を
実
現
す
る
目
的
で
、

②
従
業
員
が
担
当
す
る
職
務
の
遂
行
基
準
、
保
有
す
べ
き
職
務
遂
行
能
力
の
基
準
な
ど
評
価
基
準
を
事
前
に
明
確
化
・
明
示
し
、
③
日
常

の
職
務
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
に
基
づ
い
て
従
業
員
の
成
果
・
業
績
、
能
力
・
適
性
、
意
欲
・
態
度
な
ど
を
一
定
の
ル
ー
ル
と
方
法
で

定
期
的
、
継
続
的
に
評
価
・
分
析
し
、
④
従
業
員
の
能
力
開
発
・
育
成
、
適
正
配
置
・
異
動
、
業
務
遂
行
方
法
改
善
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・

形
成
な
ど
の
諸
施
策
に
活
用
し
、
ま
た
昇
進
・
昇
格
、
賃
金
・
賞
与
等
の
公
正
な
処
遇
を
決
定
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
、
人
事
考
課
は
従
業
員
の
日
常
の
具
体
的
な
業
務
活
動
、
職
務
行
動
に
基
づ
く
評
価
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
当
人
が
現
在
担

当
す
る
仕
事
を
媒
介
に
し
、
対
象
期
間
も
六
ヵ
月
間
あ
る
い
は
一
年
間
を
単
位
と
し
た
評
価
で
あ
る
。
人
事
考
課
以
外
の
前
述
し
た
評
価

制
度
に
は
、
適
性
検
査
や
性
格
検
査
の
ほ
か
筆
記
試
験
で
測
れ
る
能
力
、
仕
事
を
離
れ
た
趣
味
、
特
技
な
ど
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
も
あ

る
。
昇
進
・
昇
格
、
配
置
・
異
動
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
、
能
力
開
発
な
ど
で
は
、
人
事
考
課
で
評
価
の
対
象
と
し
な
い
こ
れ
ら
の
要

素
も
評
価
し
て
、
中
長
期
的
視
点
も
採
り
入
れ
て
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
多
い
。
人
事
考
課
は
対
象
と
な
る
要
素
や
領
域
と
期
間
が

限
定
さ
れ
た
評
価
で
あ
り
、
従
業
員
の
全
体
像
ま
で
は
把
握
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
事
考
課
制
度
に
は
限
界
が
あ
り
、

他
の
評
価
制
度
も
併
せ
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
5
）

。
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3　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

評
価
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
近
年
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（P

erform
ance M

anagem
ent

＝
Ｐ
Ｍ
）」
へ
の
転
換
が

盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
、
と
心
理
学
系
の
研
究
者
が
紹
介
し
て
い
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
義
は
論
者
に
よ
っ
て

多
様
だ
が
、
紹
介
者
に
よ
れ
ば
「
組
織
が
仕
事
目
標
を
設
定
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
水
準
を
設
定
し
、
各
人
の
仕
事
を
割
り
当
て
、
そ
の

働
き
ぶ
り
を
評
価
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
人
材
育
成
の
ニ
ー
ズ
を
見
い
だ
す
こ
と
を
通
じ
て
、
組
織
全
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
（
6
）

」
と
通
説
的
に
は
定
義
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｐ
Ｍ
）
に
つ
い
て
、
こ
の
概
念
を
紹
介
す
る
論
考
か
ら
筆
者
な
り
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
ろ
う
（
7
）

。

そ
れ
ま
で
の
人
事
考
課
・
人
事
評
価
（P
erform

ance A
ppraisal , P

ersonnel A
ppraisal

＝
Ｐ
Ａ
）
が
と
も
す
れ
ば
従
業
員
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
評
価
し
、
賃
金
や
昇
進
な
ど
の
処
遇
を
決
定
す
る
手
段
に
止
ま
り
が
ち
で
あ
っ
た
の
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｐ
Ｍ
）
は
Ｐ
Ａ
を
軸
と
し
て
処
遇
関
連
制
度
や
人
材
育
成
制
度
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

試
み
で
あ
る
。

も
う
少
し
詳
し
く
か
つ
分
析
的
に
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
Ｐ
Ｍ
と
は
、
①
Ｐ
Ａ
に
よ
っ
て
従
業
員
の
職
務
行
動
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

評
価
し
、
②
そ
の
結
果
に
応
じ
て
賃
金
や
昇
進
と
い
っ
た
処
遇
を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
③
評
価
結
果
・
評
価
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
司
と
部
下
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
④
上
司
が
コ
ー
チ
ン
グ
の
技
法
を
用
い

て
部
下
の
能
力
開
発
・
育
成
と
職
務
行
動
の
変
容
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
⑤
従
業
員
の
個
人
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
支
援
し
、
ひ

い
て
は
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
よ
う
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
し
て
い
る
。
⑥
し
か
も
あ
る
特
定
期
間
や
時
期
だ
け
の
評
価
活
動
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で
は
な
く
、
従
業
員
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
高
め
て
い
く
た
め
の
継
続
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
コ
ー
チ
ン
グ
で
あ
る
。
上
司
が
部
下
と
と
も

に
目
標
を
設
定
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
評
価
デ
ー
タ
を
解
釈
、
分
析
す
る
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
チ
ン
グ
の
技
法
が
活
用
さ
れ
る
。

な
お
、
Ｐ
Ｍ
は
直
接
的
に
は
従
業
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善
の
た
め
に
行
わ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
企
業
経
営
の
成
功
に
貢
献
す
る

役
割
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｐ
Ｍ
は
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
有
機
的
に
統
合
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
Ｐ
Ｍ
プ
ロ
セ
ス
は

経
営
戦
略
に
適
合
的
で
あ
り
、
よ
り
戦
略
志
向
的
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
、
主
張
さ
れ
て
い
る
内
容

に
関
し
て
筆
者
が
理
解
し
た
概
要
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
日
本
に
お
け
る
人
事
考
課
制
度
を
中
核
と
す
る
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
の
目
的
、
役
割
、
機
能
、
あ
る
い
は
人
事
考
課
制
度
の
定
義
を
み
る
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
内
容
は
す
べ
て
含
ま

れ
て
い
る
。
と
く
に
、
次
節
以
降
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
か
な
り
以
前
か
ら
わ
が
国
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
は
人
材
育
成
の
理
念
、
能

力
開
発
の
機
能
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
が
、「
従
来
の
日
本
企
業
に
お
い
て
は
人
事
考
課
が
処
遇
決
定
に
し
か

用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
に
な
る
に
つ
れ
て
同
制
度
が
人
材
育
成
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
人

事
考
課
の
機
能
拡
充
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
日
本
の
人
事
考
課
の
機
能
も
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
米
国
に
接
近
し
て

き
た
と
い
え
る
（
8
）

」
と
い
う
指
摘
は
、
日
本
の
実
態
を
把
握
し
て
い
な
い
言
説
で
あ
る
。
人
材
育
成
そ
の
他
の
多
様
な
機
能
を
わ
が
国
の
人

事
評
価
シ
ス
テ
ム
が
備
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
人
事
考
課
（
評
価
）
の
機
能
拡
大
は
、
日
本
企
業
の
実
務
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

場
面
で
、
考
え
方
に
お
い
て
も
実
践
に
お
い
て
も
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
存
在
し
、
既
に
か
な
り
の
実
績
が
あ
る
。
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、

紹
介
者
が
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
（
9
）

」
と
呼
ぶ
ほ
ど
に
は
、
わ
が
国
の
人
事
評
価
に
と
っ
て
Ｐ
Ｍ
は
格
別
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
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し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
、
人
事
考
課
制
度
の
運
用
実
態
は
、
経
営
戦
略
と
必
ず
し
も
緊
密
に
連
携
し

て
な
い
事
例
や
、
人
材
育
成
・
能
力
開
発
へ
の
展
開
が
不
十
分
な
企
業
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
て
、
内
容
的
な
充
実
度
に
は
問
題
が

残
る
。
こ
の
課
題
の
解
決
も
含
め
て
、
次
節
以
降
で
は
主
と
し
て
人
事
考
課
制
度
を
中
心
に
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
人
材
育
成
の
側
面

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三　

人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
考
課
制
度

1　

人
材
育
成
・
活
用
機
能
と
公
正
処
遇
機
能

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
中
核
は
人
事
考
課
制
度
で
あ
り
、
企
業
に
お
け
る
そ

の
導
入
状
況
を
厚
生
労
働
省
「
雇
用
管
理
調
査
」
の
結
果
か
ら
み
た
の
が
図
表

4
で
あ
る
。
同
調
査
は
平
成
一
六
年
を
も
っ
て
廃
止
に
な
っ
た
の
で
、
人
事
考

課
制
度
に
関
し
て
は
一
〇
年
以
上
前
の
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
調
査
が

最
新
に
な
る
。
た
だ
、
幅
広
い
企
業
規
模
を
対
象
に
し
た
全
国
調
査
は
ほ
か
に

な
く
、
ま
た
そ
の
後
の
状
況
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
概
要
を
把
握

す
る
の
に
は
支
障
が
な
い
。
図
表
4
に
よ
る
と
、
人
事
考
課
制
度
の
あ
る
企
業

は
規
模
計
で
51
・
0
％
、
規
模
別
で
は
三
〇
〜
九
九
人
規
模
が
39
・
4
％
と
規
模

計
を
下
回
る
が
、
一
〇
〇
〜
二
九
九
人
規
模
で
も
73
・
7
％
、
さ
ら
に
規
模
が

大
き
く
な
る
と
89
・
1
％
、
96
・
5
％
、
98
・
3
％
と
実
施
率
が
高
く
な
る
（
10
）

。
わ

図表 4　人事考課制度と公開制度の有無
─単位：％─

企業規模 人事考課制度あり 公開制度あり

規模計 51.0 (100.0) 26.8

5,000人以上 98.3 (100.0) 60.2

1,000 ～ 4,999人 96.5 (100.0) 44.9

300 ～ 999人 89.1 (100.0) 35.5

100 ～ 299人 73.7 (100.0) 27.9

30 ～ 99人 39.4 (100.0) 22.7

出所：厚生労働省「2002年 雇用管理調査」

（注）1  ．公開制度ありの数値は人事考課制度ありの企業

を100とした割合。

　　 2．「公開制度なし」「無回答」は掲載省略。
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が
国
の
中
堅
以
上
企
業
の
導
入
率
は
高
く
、
と
く
に
大
企
業
で
は
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
人
事
考
課
制
度
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
企
業
と
り
わ
け
中
堅
・
大
企
業
に
は
人
事
考
課
制
度
が
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
多
様
な
役
割
、
目
的
、
機
能

に
関
し
て
、
上
位
概
念
で
あ
る
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
二
│
1
」
で
確
認
し
て
い
る
が
、
同
シ
ス
テ
ム
の
中
核
で
あ

る
人
事
考
課
制
度
の
役
割
、
目
的
、
機
能
も
「
そ
の
他
の
評
価
制
度
」
特
有
の
限
定
さ
れ
た
機
能
を
除
け
ば
、
そ
こ
で
挙
げ
た
こ
と
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
そ
し
て
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
、
人
事
考
課
制
度
も
よ
り
純
粋
な
形
で
大
き
く
二
つ
の
側
面
（
機

能
）
に
区
分
で
き
る
。「
育
成
・
開
発
・
活
用
の
側
面
」（
人
材
育
成
・
活
用
機
能
）
と
「
選
別
と
処
遇
へ
の
反
映
の
側
面
」（
公
正
処
遇
機
能
）

で
あ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
（
11
）

、
企
業
実
務
で
人
事
考
課
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
処
遇
へ
の
反
映
、
つ
ま
り
査
定
に
よ
る
格
差
づ
け
の
手

段
と
い
う
通
念
が
支
配
し
て
い
た
。
人
事
基
準
が
能
力
主
義
に
移
行
す
る
こ
ろ
か
ら
、
従
業
員
の
職
業
能
力
の
育
成
、
開
発
、
活
用
の
た

め
に
実
施
す
る
と
い
う
考
え
方
が
主
流
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
後
の
成
果
主
義
へ
の
シ
フ
ト
に
伴
っ
て
格
差
づ
け
へ
逆
戻
り
す
る
動
き
が

出
た
が
、
現
在
で
は
再
び
育
成
重
視
へ
の
揺
り
戻
し
が
み
ら
れ
る
。
筆
者
自
身
は
人
事
管
理
基
準
が
能
力
主
義
で
も
成
果
主
義
で
も
、
人

材
育
成
、
職
業
能
力
開
発
、
能
力
活
用
が
人
事
考
課
制
度
の
主
た
る
側
面
、
主
た
る
機
能
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
従
業
員
を
動
機
づ

け
る
意
味
か
ら
も
、
評
価
の
結
果
を
一
定
の
ル
ー
ル
で
公
正
な
処
遇
へ
反
映
す
る
側
面
、
機
能
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
側
面
が
備
わ
っ
て

こ
そ
、
人
事
考
課
制
度
が
企
業
の
評
価
シ
ス
テ
ム
と
し
て
完
結
す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

実
は
、
人
事
考
課
制
度
の
役
割
、
機
能
が
第
一
義
的
に
は
人
材
の
育
成
・
開
発
・
活
用
に
あ
り
、
公
正
処
遇
は
第
二
義
的
な
役
割
、
機

能
だ
と
い
う
考
え
方
は
以
前
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
た
。
代
表
的
な
の
は
旧
・
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
（
現
在
は
日
本
経
済
団
体
連
合
会
に
統

合
）
が
一
九
六
九
年
に
刊
行
し
た
『
能
力
主
義
時
代
の
人
事
考
課
』
で
あ
り
、
育
成
・
能
力
開
発
重
視
の
人
事
考
課
制
度
を
論
じ
て
い
る
。

一
〇
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同
書
の
中
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
人
事
考
課
が
賃
金
・
賞
与
や
昇
進
・
昇
格
の
決
定
に
使
う
こ
と
が
主
目
的
で
、
適
正
配
置
や
能

力
開
発
へ
の
活
用
は
不
完
全
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
能
力
開
発
に
重
点
を
お
い
た
人
事
考
課
制
度
に
改
善
す
る
企
業
の
事
例
と

動
向
を
紹
介
し
、
人
事
考
課
は
従
業
員
の
職
務
遂
行
能
力
の
開
発
・
育
成
、
能
力
の
判
定
こ
そ
最
終
目
的
で
あ
り
、
能
力
を
正
し
く
判
定

し
た
結
果
と
し
て
賃
金
や
人
事
に
反
映
さ
れ
る
│
と
考
え
る
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
人
事
考
課

の
目
的
を
、
ま
ず
『
能
力
の
育
成
と
開
発
』『
能
力
の
正
し
い
判
定
』
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
し
て
『
認
定
と
処
遇
』
と
い
う
機

能
は
、
そ
の
つ
ぎ
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
す
な
わ
ち
『
育
成
』
が
主
で
あ
り
、『
処
遇
』
は
従
で
あ
る
（
12
）

」
と
断

じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
主
張
に
は
旧
・
日
経
連
が
当
時
、
人
事
管
理
基
準
と
し
て
の
能
力
主
義
を
喧
伝
し
て
い
た
と
い
う
時
代
背
景
も
あ

る
が
、
そ
の
後
の
企
業
実
務
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
企
業
実
務
界
で
理
論
的
に
影
響
力
の
あ
っ
た
前
掲
の
楠
田
丘
は
、
人
事
考
課
に
お
け
る
能
力
開
発
の
側

面
を
重
視
す
る
代
表
的
論
者
で
あ
り
、「
査
定
が
人
事
考
課
の
目
的
の
消
極
的
側
面
、
能
力
開
発
や
能
力
活
用
へ
の
反
映
が
積
極
的
側
面
」

と
指
摘
す
る
（
13
）

。
た
だ
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
人
事
考
課
が
決
し
て
単
に
賃
金
を
査
定
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
基
準

の
明
確
化
、
職
務
意
識
の
高
揚
、
そ
し
て
能
力
の
開
発
、
そ
し
て
人
間
関
係
の
是
正
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
通
じ
て
企
業
全
体
の
生
産
性
の

向
上
と
い
う
と
こ
ろ
に
ね
ら
い
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
（
14
）

」
と
、
人
事
考
課
制
度
の
目
的
を
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
運
用
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
て
い
る
。

以
上
の
諸
説
を
踏
ま
え
れ
ば
、
人
事
考
課
制
度
に
お
け
る
多
様
な
目
的
、
役
割
の
存
在
と
、
そ
れ
を
集
約
し
た
人
材
育
成
・
活
用
機
能

と
公
正
処
遇
機
能
の
二
つ
の
側
面
を
認
め
た
う
え
で
、
今
日
的
に
わ
れ
わ
れ
は
ど
ち
ら
の
側
面
を
強
調
す
べ
き
か
、
と
い
う
優
れ
て
実
践

的
な
選
択
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
筆
者
は
人
材
育
成
・
活
用
機
能
の
側
面
を
重
視
す
る
が
、
一
方
で
、
わ
が
国
の
人

一
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
五
年
六
月
）

（
一
二
）

事
考
課
自
体
を
「
査
定
」
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
る
立
場
も
あ
る
（
15
）

。

2　

調
査
統
計
か
ら
み
た
人
材
育
成
へ
の
活
用
実
態

そ
れ
で
は
、
統
計
か
ら
み
て
人
事
考
課
制
度
の
人
材
育
成
へ
の
活
用
は
実
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

旧
・
社
会
経
済
生
産
性
本
部
（
現
・
日
本
生
産
性
本
部
）
は
、
全
上
場
企
業
を
対
象
に
継
続
的
に
日
本
的
人
事
制
度
の
現
状
を
調
査
し
て

い
る
（
16
）

。
調
査
の
中
で
二
〇
〇
六
年
（
第
10
回
）
ま
で
「
評
価
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
研
修
に
連
動
す
る
な
ど
し
て
人
材
育
成
や
能
力
開
発
に
十
分

活
か
さ
れ
て
い
る
（
か
）」
と
い
う
質
問
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
ま
ず
同
本
部
の
調
査
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
（
第
7
回
）

か
ら
〇
六
年
（
第
10
回
）
ま
で
の
当
該
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
内
容
を
み
る
こ
と
に
す
る
（
集
計
表
不
掲
載
）。

〇
三
年
（
第
7
回
、
ｎ
＝
二
五
一
社
）
は
、「
活
か
さ
れ
て
い
る
」
54
・
2
％
（
当
て
は
ま
る
11
・
6
％
＋
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
42
・

6
％
）、「
活
か
さ
れ
て
い
な
い
」
45
・
0
％
（
当
て
は
ま
ら
な
い
2
・
4
％
＋
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い
42
・
6
％
）、
〇
四
年
（
第
8
回
、

ｎ
＝
二
五
三
社
）
は
、「
活
か
さ
れ
て
い
る
」
45
・
1
％
（
1
・
6
％
＋
43
・
5
％
）、「
活
か
さ
れ
て
い
な
い
」
55
・
0
％
（
9
・
5
％
＋
45
・
5
％
）、

〇
五
年
（
第
9
回
、
ｎ
＝
二
五
四
社
）
は
、「
活
か
さ
れ
て
い
る
」
43
・
3
％
（
5
・
1
％
＋
38
・
2
％
）、「
活
か
さ
れ
て
い
な
い
」
56
・
3
％

（
3
・
9
％
＋
52
・
4
％
）、
〇
六
年
（
第
10
回
、
ｎ
＝
二
四
一
社
）
は
、「
活
か
さ
れ
て
い
る
」
41
・
9
％
（
3
・
7
％
＋
38
・
2
％
）、「
活
か
さ
れ
て

い
な
い
」
56
・
9
％
（
7
・
9
％
＋
49
・
0
％
）
で
あ
っ
た
。
調
査
年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
が
、「
活
か
さ
れ
て
い
な
い
」
企
業
の
方
が
過
半

数
を
超
え
る
場
合
が
多
い
。

次
に
、
労
務
行
政
研
究
所
が
上
場
企
業
と
そ
れ
に
匹
敵
す
る
非
上
場
企
業
を
対
象
に
、
二
〇
一
一
年
に
実
施
し
た
「
人
事
考
課
制
度
に

関
す
る
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
（
集
計
表
不
掲
載
、
ｎ
＝
二
〇
七
社
）、「
考
課
結
果
は
、
人
材
育
成
や
能
力
開
発
に
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る

一
二
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（
か
）」
と
い
う
質
問
項
目
に
対
し
て
、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
31
・
9
％
（
当
て
は
ま
る
3
・
9
％
＋
や
や
当
て
は
ま
る
28
・
0
％
）、「
生
か
さ
れ

て
い
な
い
」
26
・
1
％
（
当
て
は
ま
ら
な
い
4
・
8
％
＋
あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い
21
・
3
％
）、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
42
・
0
％
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
同
研
究
所
が
二
〇
一
四
年
に
実
施
し
た
「
人
事
評
価
制
度
の
実
態
と
運
用
に
関
す
る
調
査
」（
調
査
対
象
は
後
掲
図
表
6
の
注
参
照
）

に
お
け
る
一
一
年
調
査
と
同
じ
項
目
に
対
す
る
回
答
は
（
ｎ
＝
二
五
四
社
）、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
33
・
0
％
（
3
・
1
％
＋
29
・
9
％
）、「
生

か
さ
れ
て
い
な
い
」
25
・
2
％
（
3
・
5
％
＋
21
・
7
％
）、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
41
・
7
％
で
あ
り
、
調
査
対
象
・
調
査
方
法
は
異
な
る

も
の
の
、
一
一
年
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
回
答
傾
向
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
回
答
、
つ
ま
り
少
な
く
と
も

「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
に
は
含
ま
れ
な
い
回
答
が
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。

以
上
の
二
機
関
の
調
査
対
象
は
、
上
場
企
業
あ
る
い
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
企
業
で
あ
る
か
ら
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
や
人
事
考
課
制
度
、

能
力
開
発
体
系
が
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い
る
主
要
企
業
の
調
査
結
果
と
い
え
る
。
主
要
企
業
に
お
い
て
も
、
ま
だ
人
事
考
課
（
人
事
評
価
）

の
結
果
が
人
材
育
成
や
能
力
開
発
に
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
理
念
や
考
え
方
で
は
人
材
育

成
・
活
用
機
能
の
側
面
の
方
が
優
位
で
あ
る
が
、
個
別
の
企
業
実
務
で
は
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
人
事
考
課
と
人
材
開
発
、
能

力
開
発
が
連
動
し
て
い
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
の
ほ
か
、
人
事
考
課
制
度
の
目
的
、
役
割
に
対
す
る
人
事
部
サ
イ
ド
の
意
図
と

現
場
管
理
者
の
意
識
に
乖
離
、
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

3　

人
材
育
成
と
絶
対
考
課

人
事
考
課
制
度
に
お
け
る
評
価
方
法
に
は
、
相
対
考
課
（
相
対
評
価
）
と
絶
対
考
課
（
絶
対
評
価
）
と
い
う
区
分
が
あ
る
（
17
）

。
相
対
考
課
と

は
、
従
業
員
の
甲
と
乙
の
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
比
較
す
る
対
人
比
較
法
、
あ
る
い
は
部
下
を
上
位
か
ら
順
に
並
べ
て
、
一
位
・
甲
野
、

一
三
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二
位
・
乙
田
、
三
位
・
丙
谷
、
四
位
・
丁
山
、
五
位
・
戊
川
と
相
対
的
に
序
列
を
つ
け
る
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
百
点
満
点
で
採
点
し
た

結
果
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
分
布
制
限
、
分
布
基
準
に
基
づ
き
、
評
価
母
集
団
ご
と
に
高
得
点
者
か
ら
順
に
並
べ
、
た
と
え
ば
上
位

5
％
に
入
る
従
業
員
が
Ｓ
、
次
の
20
％
は
Ａ
、
そ
の
次
の
50
％
の
グ
ル
ー
プ
は
Ｂ
、
続
く
20
％
が
Ｃ
、
最
下
位
に
属
す
る
5
％
は
Ｄ
、
と

考
課
ラ
ン
ク
を
決
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
分
布
規
制
に
よ
る
方
法
で
は
、
全
体
的
な
点
数
が
低
い
と
六
〇
点
で
も
Ｓ
ラ
ン
ク
に
な
る
場
合

が
あ
る
一
方
、
全
体
的
な
点
数
が
高
い
と
九
〇
点
で
も
Ｂ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

一
方
、
絶
対
考
課
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
「
評
価
基
準
」
を
設
定
し
、
そ
の
基
準
の
達
成
度
、
基
準
と
な
る
要
件
の
充
足
度
を
把
握
、

分
析
す
る
方
法
で
あ
る
。
期
首
に
設
定
し
た
業
務
目
標
を
達
成
し
て
い
る
か
、
格
付
け
ら
れ
て
い
る
社
員
等
級
に
求
め
ら
れ
る
職
能
要
件

の
期
待
水
準
に
到
達
し
て
い
る
か
、
等
を
相
対
的
位
置
づ
け
で
は
な
く
絶
対
的
に
評
価
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
絶
対
考
課
と
い
っ
て
も
言

葉
の
意
味
で
の
絶
対
値
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
評
価
基
準
と
比
べ
た
達
成
度
、
充
足
度
、
到
達
度
を
考
課
要
素
別
に
把
握
、
分
析
、

評
価
す
る
の
で
あ
る
。
絶
対
考
課
の
場
合
、
極
端
な
ケ
ー
ス
で
は
そ
の
職
場
の
部
下
全
員
が
Ｓ
ラ
ン
ク
、
逆
に
全
員
が
Ｄ
ラ
ン
ク
の
評
価

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

人
材
育
成
、
能
力
開
発
そ
し
て
適
正
配
置
等
の
人
材
活
用
の
た
め
の
評
価
方
法
は
絶
対
考
課
で
あ
る
。
相
対
考
課
は
総
体
的
で
か
つ
相

対
的
な
対
人
比
較
、
価
値
づ
け
、
序
列
づ
け
で
あ
る
か
ら
、
従
業
員
の
職
業
能
力
や
行
動
特
性
の
本
来
の
姿
や
正
確
な
レ
ベ
ル
、
強
み
、

弱
み
、
長
所
、
短
所
な
ど
の
細
部
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
昇
給
や
賞
与
の
格
差
づ
け
に
は
使
え
て
も
、
昇
格
や
昇
進
に
も
そ
の

ま
ま
で
は
利
用
で
き
な
い
。
人
材
育
成
・
活
用
の
た
め
に
は
、
考
課
要
素
別
に
従
業
員
の
能
力
や
特
性
の
実
態
を
分
析
的
に
評
価
す
る
絶

対
考
課
が
必
要
に
な
る
。
能
力
開
発
で
い
え
ば
、
評
価
基
準
と
実
態
の
乖
離
が
育
成
点
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

絶
対
考
課
を
企
業
実
務
で
実
現
す
る
た
め
に
は
、
制
度
上
、
運
用
上
で
工
夫
が
必
要
だ
が
、
本
稿
の
性
格
か
ら
そ
の
実
務
的
な
設
計
に

一
四



人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
評
価
制
度
（
谷
田
部
）

（
一
五
）

関
し
て
は
他
の
文
献
に
譲
る
こ
と
に
す
る
（
18
）

。
た
だ
、
絶
対
考
課
の
成
立
要
件
で
要
に
な
る
の
は
「
評
価
基
準
の
明
確
化
」
と
「
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
で
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
節
以
降
で
敷
衍
す
る
こ
と
に
な
る
。

四　

人
材
育
成
・
能
力
開
発
へ
の
活
用
と
そ
の
仕
組
み

1　

考
課
基
準
の
公
開
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

人
事
考
課
の
結
果
を
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
活
用
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、
人
事
考
課
制
度
の
中
に
公

開
制
度
を
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
。
人
事
考
課
制
度
の
公
開
と
は
、
ま
ず
評
価
の
仕
組
み
、
と
く
に
評
価
基
準
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と

で
あ
り
、
経
営
サ
イ
ド
が
従
業
員
に
期
待
し
求
め
る
仕
事
像
、
業
績
水
準
、
人
材
像
、
能
力
像
な
ど
を
明
確
に
示
す
。
従
業
員
に
と
っ
て

は
そ
の
基
準
が
職
務
遂
行
の
指
針
に
な
り
、
能
力
開
発
の
目
標
に
な
る
。
業
務
目
標
を
含
め
た
評
価
基
準
が
オ
ー
プ
ン
で
な
け
れ
ば
、
従

業
員
は
何
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
仕
事
を
す
る
の
か
、
何
を
目
標
に
職
業
能
力
を
伸
ば
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
次
に
、
考
課
が
実
施

さ
れ
た
後
に
は
、
考
課
結
果
を
従
業
員
個
々
に
公
開
つ
ま
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
そ
の
結
果
の
原
因
分
析
に
基
づ
き
、
業
務
遂
行
方

法
の
改
善
や
能
力
開
発
の
方
向
付
け
と
手
段
・
方
法
を
、
上
司
と
部
下
の
面
談
を
通
し
て
具
体
化
し
て
い
く
。
評
価
結
果
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
、
従
業
員
は
ど
う
い
っ
た
観
点
か
ら
業
務
遂
行
方
法
を
改
善
し
た
ら
よ
い
の
か
、
不
足
し
て
い
る
職
業
能
力
を
認
識
し
て
ど
ん
な
方

向
で
能
力
開
発
を
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
事
考
課
制
度
に
お
け
る
公
開
、
オ
ー
プ
ン
化
に
は
事
前
の
基
準

等
の
公
開
と
、
事
後
の
考
課
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
含
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
統
計
資
料
を
概
観
す
る
。

⑴　

考
課
基
準
等
の
公
開
状
況

全
国
の
企
業
を
対
象
に
し
た
前
掲
図
表
4
の
「
二
〇
〇
二
年 

雇
用
管
理
調
査
」
で
は
、
人
事
考
課
制
度
の
あ
る
企
業
の
う
ち
公
開
制

一
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度
が
あ
る
の
は
規
模
計
で
26
・
8
％
だ
が
、
規
模
に
よ
る
格
差
は
大
き
い
。

人
事
考
課
制
度
の
実
施
割
合
が
高
い
五
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
で
は
60
・
2
％
、

一
〇
〇
〇
〜
四
九
九
九
人
規
模
で
は
44
・
5
％
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
小
規
模

企
業
で
は
公
開
制
度
の
あ
る
企
業
の
割
合
は
少
な
く
な
る
。
公
開
制
度
の
あ

る
企
業
に
つ
い
て
、
公
開
内
容
を
み
た
の
が
図
表
5
で
あ
る
。
考
課
基
準
等

の
公
開
内
容
で
は
、
考
課
項
目
、
考
課
項
目
ご
と
の
判
断
基
準
の
公
開
割
合

が
高
い
。
こ
の
二
つ
に
関
し
て
は
規
模
計
で
み
る
と
公
開
制
度
の
あ
る
約
半

数
の
企
業
が
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
。
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
基

準
の
公
開
内
容
と
し
て
こ
れ
ら
が
重
視
さ
れ
る
の
は
き
わ
め
て
妥
当
で
あ
る
。

考
課
項
目
の
ウ
エ
ー
ト
や
考
課
の
手
順
・
手
続
等
は
や
や
割
合
が
低
い
が
、

こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
考
課
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
面
で
あ
る
。
な
お
、

規
模
別
で
は
大
き
い
企
業
の
方
が
オ
ー
プ
ン
化
の
比
率
自
体
は
高
い
が
、
内

容
ご
と
の
オ
ー
プ
ン
化
の
程
度
は
企
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
全
体
的
に
み
て

考
課
項
目
と
そ
の
判
断
基
準
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。

図
表
6
は
、
主
要
企
業
を
対
象
に
し
た
労
務
行
政
研
究
所
調
査

（
二
〇
〇
二
年
〜
一
四
年
）
に
よ
る
考
課
基
準
等
の
公
開
状
況
で
あ
る
。
調
査

年
に
よ
っ
て
回
答
企
業
自
体
と
企
業
数
が
変
動
す
る
の
で
、
数
値
に
も
変
動

図表 5　人事考課の公開内容
（複数回答）　─単位：％─

企業規模 公開制度あり 考課結果

考　課　基　準　等

計 考課項目
考課項目
ご と の
判断基準

考課項目
ご と の
ウエート

考 課 者
考 課 の
手 順 ・
手 続

規模計［26.8］100.0 86.8 60.7 51.1 47.0 32.5 37.3 32.4

5,000人以上［60.2］100.0 87.3 77.5 73.0 62.7 48.0 68.6 60.3

1,000 ～ 4,999人［44.9］100.0 89.3 67.1 63.1 52.7 46.5 55.8 48.7

300 ～ 999人［35.5］100.0 84.6 70.9 65.1 56.9 47.0 52.7 45.1

100 ～ 299人［27.9］100.0 88.3 56.6 46.3 44.2 31.7 34.1 33.2

30 ～ 99人［22.7］100.0 86.2 58.6 47.3 44.3 25.7 30.7 24.5

出所：厚生労働省「2002年 雇用管理調査」

（注）1．公開内容ごとの数値は公開制度ありの企業を100とした割合。

　　 2．公開内容の「その他」「無回答」は掲載省略。
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は
あ
る
が
、
主
要
企
業
で
は
八
〜
九
割

の
企
業
が
公
開
し
て
い
る
。
考
課
項
目

に
関
し
て
は
回
答
し
て
い
る
企
業
の
う

ち
お
お
よ
そ
八
割
以
上
、
考
課
基
準
・

着
眼
点
に
関
し
て
も
ほ
ぼ
七
〜
八
割
の

企
業
が
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
。
人
事

考
課
制
度
が
整
っ
て
い
る
は
ず
の
主
要

企
業
な
ら
、
考
課
基
準
等
の
公
開
は
当

然
す
べ
て
の
企
業
で
実
施
し
、
具
体
的

な
項
目
で
は
考
課
項
目
や
考
課
基
準
・

着
眼
点
に
つ
い
て
も
百
％
の
企
業
が
公

開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
に
比

べ
れ
ば
不
十
分
で
あ
る
が
、
公
開
し
て

い
る
企
業
割
合
と
各
項
目
の
公
開
割
合

か
ら
推
測
す
る
と
、
主
要
企
業
の
お
お

む
ね
六
〜
七
割
は
考
課
項
目
や
考
課
基

準
・
着
眼
点
を
公
開
し
て
い
る
こ
と
に

図表 6　考課基準等の公開状況
─単位：（社数）, ％─

調査年 2002年 2006年 2011年 2014年

集計企業 （220） （205） （205） （254）

公開している企業 （195） （187） （177） （204）

88.6 91.2 86.3 80.3

＜公開内容・複数回答> （182） （166） （159） （204）

100.0 100.0 100.0 100.0

　考課の実施要領 78.6 78.3 76.1 95.6

　考課項目 83.0 80.7 76.1 97.5

　考課項目ごとの

　　　　配点・ウエート 調査せず 60.2 60.4 75.0

　考課基準・着眼点 81.3 66.3 66.0 85.8

　考課票そのもの 54.9 54.8 48.4 78.4

出所：一般財団法人・労務行政研究所調査。

　　　2011年までの調査名は「人事考課制度に関する実態調査」、

　　　2014年は「人事評価制度の実態と運用に関する調査」。

（注）1  ．2011年までは上場企業およびそれに匹敵する非上場企業が調査対象で、

2014年は「WEB労政時報」の登録者から抽出した人事・労務担当者

6,694人が調査対象（集計は 1社 1人）。

　　 2．「公開内容」は管理職を除く一般社員対象の集計数値。

　　 3  ．2014年調査では「評価」と表記されているが、本表では2011年までの

表記「考課」を用いた。
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な
る
。

⑵ 　

考
課
結
果
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
実
態

図
表
5
の
厚
生
労
働
省
「
二
〇
〇
二
年 

雇
用
管
理
調
査
」
に
よ
る
と
、
人
事
考
課
の

公
開
制
度
が
あ
る
企
業
の
う
ち
、
考
課
結
果
を
公
開
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
す
る
の
は
規
模

計
で
86
・
8
％
で
、
規
模
別
に
み
て
も
だ
い
た
い
そ
の
前
後
の
割
合
で
あ
る
。
人
事
考
課

の
公
開
制
度
の
あ
る
企
業
で
は
、
九
割
弱
で
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
図
表
7
の
労
務
行
政
研
究
所
に
よ
る
主
要
企
業
調
査
で
は
、
調
査
年
に
よ
っ

て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
人
事
考
課
制
度
の
あ
る
企
業
の
う
ち
八
〜
九
割
の
企
業
で
考
課

結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
の
実
施
企
業
割
合
は

近
年
八
割
前
後
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
実
施
企
業
に
占
め
る
面
談
実
施
企
業
の
割

合
を
推
計
す
る
と
九
割
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
実
効
性
、
有
効
性
は
と
も

か
く
、
仕
組
み
の
う
え
で
は
主
要
企
業
の
多
く
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
面
談
を
行
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

2　

人
材
育
成
、
能
力
開
発
の
仕
組
み
と
し
て
の
人
事
考
課
制
度

人
事
考
課
制
度
を
人
材
育
成
、
能
力
開
発
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
実
は
、
評
価
基
準
の

設
定
・
明
示
か
ら
業
務
遂
行
過
程
に
お
け
る
上
司
の
指
導
・
助
言
、
評
価
の
た
め
の
情
報

図表 7　考課結果フィードバックの実施状況
─単位：（社数）, ％─

調査年 2002年 2006年 2011年 2014年

集計企業 （220） （205） （208） （254）

フィードバック実施企業 （168） （180） （172） （222）

（Ａ） 76.4 87.8 82.7 87.4

フィードバック面談 （124） （170） （159） （202）

の実施企業（Ｂ） 56.4 82.9 76.4 79.5

＜Ｂ÷Ａ×100＞ 73.8 94.4 92.4 91.0

出所：図表 6参照。図表 6の調査から一部は筆者が推計して作成。

（注）　図表 6の注参照。

一
八



人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
評
価
制
度
（
谷
田
部
）

（
一
九
）

収
集
・
分
析
、
そ
し
て
最
終
的
な
評
価
と
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
い
た
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
人
材
育
成
、
能
力
開

発
の
仕
組
み
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
多
く
の
企
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、
育
成
・
開
発
の
た
め
の

人
事
考
課
制
度
に
つ
い
て
や
や
実
務
的
な
観
点
に
立
っ
て
検
討
す
る
。

⑴　

育
成
の
視
点
に
よ
る
目
標
管
理
「
的
」
制
度
と
面
談
制
度
の
導
入

人
事
考
課
制
度
を
育
成
・
開
発
の
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
に
は
、
目
標
管
理
（M

anagem
ent by O

bjectives

＝
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）
制
度
、
あ
る
い

は
目
標
管
理
「
的
」
制
度
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
円
滑
に
運
用
で
き
る
。
目
標
管
理
（
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）
は
、
従
業
員
が
目
標
を
使
っ
て
自
律
的
に

仕
事
を
遂
行
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
目
標
を
自
己
設
定
し
、
目
標
の
遂
行
過
程
を
自
己
管
理
し
、
目
標
の
達
成
度
を
自
己
評
価
す
る
仕
組

み
を
い
う
。
単
に
評
価
制
度
の
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
本
来
は
自
律
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
手
段
で
あ
る
。
た
だ
、
経
営
管
理
シ

ス
テ
ム
と
し
て
完
成
さ
れ
た
本
格
的
な
Ｍ
Ｂ
Ｏ
で
な
く
て
も
、
評
価
制
度
寄
り
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
で
も
よ
い
と
思
う
し
、
導
入
企
業
の
実
情
に
合

わ
せ
て
簡
略
化
さ
れ
た
仕
組
み
で
も
よ
く
、
そ
れ
を
筆
者
は
目
標
管
理
「
的
」
制
度
と
呼
ん
で
い
る
。

図
表
8
は
、
中
堅
・
大
企
業
で
実
施
し
て
い
る
一
般
的
な
人
事
考
課
の
標
準
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
た
概
念
図
で
あ
る
。
人
事
考
課
プ

ロ
セ
ス
は
、
六
ヵ
月
あ
る
い
は
一
年
単
位
で
期
首
、
中
間
、
期
末
の
三
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｂ
Ｏ
と
リ
ン
ク
す
る
場
合
は
当
然
だ

が
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
を
導
入
し
な
く
て
も
育
成
・
開
発
型
の
人
事
考
課
プ
ロ
セ
ス
は
面
談
制
度
と
セ
ッ
ト
に
す
る
。
育
成
・
開
発
型
人
事
考
課
は
、

オ
ー
プ
ン
型
、
部
下
参
加
・
参
画
型
の
人
事
考
課
で
こ
そ
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
上
司
と
部
下
の
面
談
が
そ
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
面
談
は
、
人
事
考
課
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
て
「
目
標
設
定
面
談
」「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
談
（
中
間
面
談
）」「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

面
談
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
は
次
期
の
目
標
設
定
面
談
と
つ
な
が
り
、
面
談
制
度
は
連
環
し
て
い
る
。
面
談
制
度
に

関
し
て
は
す
で
に
別
稿
で
そ
の
必
要
性
や
概
要
を
論
じ
て
お
り
（
19
）

、
そ
の
記
述
と
重
複
す
る
部
分
も
生
ず
る
が
、
本
稿
で
は
と
く
に
人
材
育

一
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成
・
能
力
開
発
の
面
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑵　

期
首
：
評
価
基
準
の
開
示
・
設
定
、
目
標
設
定
面
談

人
事
考
課
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
す
る
前
段
階
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
考
課
の
仕
組
み
や
考
課
項
目
、
そ

の
評
価
基
準
等
が
開
示
さ
れ
て
い
る
。
考
課
制
度
と
く
に
考
課
項
目
と
そ
の
判
断
基
準
は
、
経
営
サ
イ
ド

の
価
値
観
、
企
業
が
従
業
員
に
求
め
る
行
動
の
指
針
、
期
待
像
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
点
か

ら
す
で
に
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

目
標
設
定
の
導
入
段
階
で
は
、
全
社
レ
ベ
ル
の
経
営
方
針
・
目
標
、
年
度
経
営
計
画
等
が
職
場
会
議
の

場
な
ど
で
上
司
か
ら
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
所
属
す
る
部
門
レ
ベ
ル
、
課
レ
ベ
ル
の
目
標
が
設
定
さ
れ
た
う

え
で
、
目
標
設
定
面
談
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
個
人
目
標
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
部
下
の
自

己
申
告
に
基
づ
く
自
己
設
定
が
原
則
で
、
上
司
と
話
し
合
い
、
合
意
の
う
え
で
具
体
的
な
個
人
目
標
を
設

定
す
る
。
目
標
の
区
分
は
①
業
務
目
標
（
業
績
目
標
）、
②
組
織
の
一
員
と
し
て
の
行
動
目
標
、
③
能
力
開

発
目
標
な
ど
で
あ
る
。
業
務
目
標
の
達
成
結
果
は
業
績
考
課
（
成
績
考
課
）
の
判
断
材
料
に
な
り
、
行
動

目
標
の
達
成
度
は
行
動
考
課
（
意
欲
・
態
度
考
課
）
の
材
料
に
な
る
。
た
だ
し
、
能
力
開
発
目
標
の
結
果
は

通
常
、
直
接
的
に
は
能
力
考
課
の
対
象
に
せ
ず
、
能
力
開
発
し
た
結
果
が
職
務
行
動
で
具
体
的
に
発
揮
さ

れ
た
段
階
で
、
間
接
的
に
能
力
考
課
に
反
映
さ
れ
る
。

目
標
は
、
後
述
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
で
明
ら
か
に
な
っ
た
職
務
の
割
り
振
り
や
、
本
人
の
仕
事

の
や
り
方
、
本
人
の
能
力
、
意
欲
に
お
け
る
問
題
点
を
改
善
す
る
方
向
で
設
定
す
る
。
前
期
の
評
価
結
果

図表 8　人事考課と面談のプロセス

＜期首＞

事前の期待像、

評価基準の明示

＜中間＞

観察、中間評価、

指導、助言

＜期末＞

事後の情報収集、

評価・分析、活用

目標設定面談
フォローアップ面談

（中間面談）
フィードバック面談

二
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や
反
省
点
を
踏
ま
え
て
、
業
務
目
標
自
体
を
仕
事
の
改
善
点
だ
け
で
な
く
部
下
の
能
力
開
発
・
育
成
点
も
考
慮
し
て
職
務
を
編
成
し
、
業

績
の
期
待
水
準
を
設
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
業
務
目
標
は
仕
事
を
通
し
た
能
力
開
発
の
手
段
、
方
法
に
も
な
る
。
ま
た
、
能
力
開
発
目

標
の
設
定
に
は
、
人
事
制
度
上
の
能
力
要
件
や
基
準
、
た
と
え
ば
「
職
種
別
・
等
級
別
職
能
要
件
」
な
ど
を
参
考
に
す
る
。

⑶　

中
間
：
中
間
評
価
、
指
導
・
助
言
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
談

目
標
を
設
定
し
た
後
の
職
務
遂
行
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
上
司
は
日
常
的
に
部
下
の
業
務
進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
、
観
察
、
把
握
す
る
。

問
題
が
生
じ
そ
う
に
な
っ
た
ら
面
談
を
実
施
し
、
部
下
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
上
司
は
目
標
達
成
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
、
指
示
、
指

導
、
助
言
す
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
談
は
中
間
面
談
と
も
い
う
が
、
ち
ょ
う
ど
中
間
で
は
な
く
期
首
と
期
末
の
間
と
考
え
る
。
時
期
や

回
数
を
固
定
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
随
時
実
施
す
る
日
常
的
な
部
下
指
導
・
育
成
の
重
要
な
機
会
で
あ
る
。
部
下
の
意

見
や
要
望
を
聞
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
部
門
内
、
部
門
間
、
対
外
関
係
の
調
整
を
行
い
、
目
標
の
追
加
、
修
正
、
中
止
も
行
う
。
業
務
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
計
画
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
た
り
、
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

期
末
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
は
、
各
目
標
の
最
終
的
な
評
価
を
伝
え
る
場
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
談
で
は
、
中
間
的
な
評

価
、
業
務
目
標
を
構
成
す
る
個
々
の
サ
ブ
目
標
の
達
成
度
評
価
な
ど
を
伝
え
る
。
評
価
結
果
の
情
報
は
で
き
る
だ
け
頻
繁
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
た
ほ
う
が
よ
く
（
20
）

、
結
果
が
出
た
ら
す
ぐ
伝
え
る
の
が
基
本
で
あ
る
と
い
う
（
21
）

。「
二
│
3
」
で
説
明
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
継
続
的
な
評
価
プ
ロ
セ
ス
だ
と
い
う
が
、
Ｐ
Ｍ
で
な
く
と
も
わ
が
国
で
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
談
と
い
う
形
で
、
継
続
的

な
評
価
と
育
成
の
仕
組
み
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

⑷　

期
末
：
評
価
・
分
析
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談

期
末
に
は
最
終
的
な
目
標
別
の
評
価
結
果
を
、
上
司
と
部
下
が
相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
育
成
・
開
発
の
視
点
か
ら
い
う
と
、

二
一
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最
終
評
語
が
Ａ
か
Ｂ
か
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
よ
り
、
主
と
し
て
業
務
目
標
の
結
果
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
の
原
因

を
評
価
、
分
析
す
る
話
し
合
い
の
場
に
な
る
。
原
因
と
は
、
そ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
本
人
の
仕
事
の
や
り
方
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み
姿

勢
、
職
務
遂
行
能
力
の
ほ
か
、
経
営
を
取
り
巻
く
諸
環
境
の
善
し
悪
し
、
社
内
体
制
の
あ
り
方
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
面
談
を
通
じ
て
業
務

の
改
善
点
や
能
力
の
育
成
点
を
明
確
に
し
、
業
務
遂
行
方
法
の
改
善
策
、
本
人
の
職
務
遂
行
能
力
と
取
り
組
み
姿
勢
の
向
上
策
な
ど
を
検

討
す
る
。
次
期
目
標
の
方
向
付
け
を
行
う
が
、
同
時
に
職
務
割
当
の
再
編
成
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
、
自
己
啓
発
の
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
予
備
的
作
業
に
も
な
る
。

3　

育
成
プ
ラ
ン
の
作
成
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
へ
の
展
開

短
期
育
成
プ
ラ
ン
の
作
成
と
個
人
別
中
・
長
期
人
材
育
成
計
画
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
へ
の
展
開
に
関
し
て
は
、
す
で
に
別

稿
で
論
じ
て
い
る
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り
（
22
）

、
こ
こ
で
は
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
述
べ
る
。

人
事
考
課
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
前
項
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
で
育
成
点
を
明
確
に
し
、
次
期
の
重
点
的
育
成
課
題
を
絞
り

込
み
、
目
標
設
定
面
談
時
に
六
ヵ
月
あ
る
い
は
一
年
間
の
個
人
別
短
期
育
成
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。
原
則
と
し
て
部
下
自
ら
原
案
を
作
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
上
司
と
部
下
が
話
し
合
う
。
上
司
は
指
導
と
助
言
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
正
し
て
確
定
す
る
。
目
標
設
定
面
談
の

項
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
仕
事
の
経
験
そ
の
も
の
が
能
力
開
発
の
機
会
、
手
段
で
あ
り
、
担
当
職
務
の
編
成
を
工
夫
・
改
善
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

計
画
を
立
て
る
こ
と
も
育
成
プ
ラ
ン
に
含
ま
れ
る
。
仕
事
以
外
の
直
接
的
な
能
力
開
発
の
機
会
で
あ
る
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
や
自
己
啓
発
の
計

画
を
作
成
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
計
画
と
共
に
目
標
設
定
シ
ー
ト
の
能
力
開
発
目
標
欄
に
記
入
す
る
。
こ
の
育
成
プ
ラ
ン
は
自
社
の
能
力
開
発
体
系

に
結
び
付
け
て
運
用
さ
れ
る
。

二
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短
期
育
成
プ
ラ
ン
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
の
日
常
的
な
運
用
形
態
だ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
中
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
人
事
考
課
等

の
評
価
結
果
を
キ
ャ
リ
ア
・
開
発
形
成
へ
展
開
す
る
た
め
に
、
個
人
別
中
・
長
期
人
材
育
成
計
画
を
作
成
す
る
。
全
社
的
長
期
人
材
育
成

指
針
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
ベ
ー
ス
に
、
三
〜
五
年
程
度
の
個
人
別
育
成
方
針
に
基
づ
い
て
策
定
す
る
計
画
で
あ
る
。
狭
義
の
能
力
開
発

面
だ
け
で
な
く
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
仕
事
経
験
の
連
鎖
も
含
め
た
育
成
計
画
を
策
定
す
る
。
こ
の
育
成
計
画
の
策
定
に
は
、

人
事
考
課
の
結
果
だ
け
で
な
く
他
の
評
価
制
度
に
よ
る
評
価
結
果
も
併
せ
て
活
用
す
る
。
個
人
別
中
・
長
期
育
成
計
画
は
、
人
事
考
課
等

で
の
能
力
、
適
性
、
特
性
の
把
握
結
果
や
個
人
の
意
思
の
変
化
に
対
応
し
て
常
に
修
正
で
き
る
変
動
計
画
（
変
動
的
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
）

に
し
て
お
き
、
短
期
育
成
プ
ラ
ン
と
も
有
機
的
に
関
連
さ
せ
る
。
ま
た
、
中
・
長
期
人
材
育
成
計
画
は
、
で
き
れ
ば
緩
や
か
な
変
動

Ｃ
Ｄ
Ｐ
（C

areer D
evelopm

ent P
rogram

＝
職
歴
開
発
制
度
）
の
枠
組
で
運
用
す
る
と
効
果
が
あ
る
。
定
期
的
な
面
談
制
度
を
通
じ
て
、

状
況
変
化
に
対
応
し
て
計
画
を
変
動
、
修
正
し
な
が
ら
運
用
す
る
の
で
あ
る
。

五　

能
力
主
義
と
能
力
考
課
の
再
評
価
│
む
す
び
に
か
え
て

1　

能
力
主
義
の
再
評
価

今
日
、
わ
が
国
の
中
堅
・
大
企
業
で
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
人
事
・
処
遇
の
基
本
的
な
運
用
基
準
と
し
て
、
①
仕
事
の
重

要
度
や
困
難
度
を
基
準
と
す
る
職
務
主
義
、
②
「
役
割
（
23
）

」
と
い
う
柔
軟
な
職
務
概
念
を
基
準
と
す
る
役
割
主
義
、
③
職
務
遂
行
能
力
を
基

準
と
す
る
能
力
主
義
、
④
成
果
や
業
績
を
基
準
に
す
る
成
果
・
業
績
主
義
、
⑤
勤
続
年
数
を
主
体
に
年
齢
要
素
も
加
味
す
る
年
功
制
・
年

功
主
義
、
の
各
要
素
が
併
存
し
て
い
る
（
24
）

。

し
か
し
、
今
日
的
に
は
す
で
に
有
意
性
と
妥
当
性
の
な
い
年
功
制
・
年
功
主
義
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
事
・
処
遇
基
準
の
要
素
に
は
な
ら

二
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な
い
。
企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
仕
事
（
職
務
、
役
割
）
要
素
と
仕
事
が
で
き
る
能
力
の
要
素
を

基
本
に
、
仕
事
の
成
果
・
業
績
の
要
素
を
加
味
す
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
方
向
で
あ
る
。
実
際
に
わ
が
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
企
業
事
例
を

み
れ
ば
、
筆
者
が
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
「
職
務
・
能
力
主
義
＋
成
果
・
業
績
主
義
」
に
基
づ
く
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
が
少
な
く
な

い
。
従
業
員
の
階
層
（
管
理
職
、
一
般
社
員
）
や
職
種
（
営
業
職
、
事
務
職
）、
処
遇
の
種
類
（
月
例
賃
金
、
賞
与
）
に
応
じ
て
適
用
す
る
要
素

を
選
別
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
ウ
エ
イ
ト
付
け
し
て
組
み
合
わ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
（hybrid

＝
複
合
）
型
の
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
（
25
）

。と
こ
ろ
で
、
労
務
行
政
研
究
所
の
主
要
企
業
を
対
象
に
し
た
「
人
事
労
務
諸
制
度
実
施
状
況
調
査
（
二
〇
一
三
年
（
26
）

）」
に
よ
る
と
（
集
計

表
不
掲
載
、
複
数
回
答
）、
社
員
等
級
制
度
の
う
ち
能
力
基
準
で
あ
る
職
能
資
格
制
度
（
た
だ
し
筆
者
は
「
職
能
等
級
制
度
」
と
い
う
用
語
を
用
い

る
）
の
導
入
企
業
は
54
・
7
％
、
職
務
基
準
の
職
務
等
級
制
度
が
12
・
6
％
、
役
割
基
準
の
役
割
等
級
制
度
は
27
・
6
％
で
あ
っ
た
。
過
去

の
調
査
か
ら
時
系
列
的
に
み
る
と
、
職
務
等
級
制
度
が
減
少
傾
向
、
役
割
等
級
制
度
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
特
定
の
傾
向
を
判
断
す
る

に
は
も
う
少
し
調
査
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。
複
数
回
答
で
あ
る
か
ら
、
管
理
職
層
に
は
職
務
等
級
制
度
や
役
割
等
級
制
度
を
導
入

し
て
も
、
非
管
理
職
層
に
は
職
能
資
格
制
度
（
職
能
等
級
制
度
）
を
適
用
し
て
い
る
企
業
の
回
答
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
仮
に
職
務
等

級
制
度
と
役
割
等
級
制
度
を
仕
事
の
等
級
制
度
と
し
て
括
っ
て
も
、
導
入
割
合
は
40
・
2
％
と
能
力
の
等
級
制
度
で
あ
る
職
能
等
級
制
度

を
下
回
る
。

か
つ
て
人
事
・
処
遇
基
準
が
成
果
主
義
へ
シ
フ
ト
し
た
際
、
能
力
主
義
を
標
榜
し
て
い
て
も
職
能
等
級
制
度
は
基
準
が
曖
昧
で
年
功
的

運
用
に
陥
り
や
す
い
、
あ
る
い
は
年
功
制
そ
の
も
の
だ
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
現
状
の
調
査
結
果
や
企
業
事
例
を
み
る
と
、

管
理
・
専
門
職
層
に
昇
格
す
る
ま
で
の
育
成
段
階
に
あ
る
一
般
社
員
層
、
非
管
理
職
層
対
象
に
は
、
現
在
で
も
ま
だ
職
能
等
級
制
度
が
適

二
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用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
職
能
等
級
制
度
は
能
力
育
成
・
開
発
主
義
に
立
っ
て
お
り
、
職
務
遂
行
能
力
の
発
展

段
階
に
応
じ
た
グ
レ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
人
材
育
成
の
指
針
と
な
り
、
従
業
員
の
職
務
遂
行
能
力
開
発
の
目
標
と
な
り
、
能
力
評

価
の
基
準
と
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
27
）

。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
社
員
層
、
非
管
理
職
層
を
中
心
に
職
能
等
級
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
事
・
処
遇
基
準
と
し

て
の
「
能
力
主
義
」
に
存
在
意
義
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
能
力
主
義
は
別
稿
（
28
）

で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
従
業
員
の
職
業

能
力
を
中
・
長
期
視
点
か
ら
育
成
・
開
発
し
、
適
性
に
応
じ
て
配
置
し
、
育
成
・
開
発
し
た
能
力
を
役
割
に
応
じ
て
発
揮
、
活
用
す
る
こ

と
で
事
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
す
「
能
力
開
発
・
活
用
主
義
」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
能
力
主
義
に
つ
い
て
は
、

目
に
見
え
な
い
曖
昧
な
能
力
概
念
に
基
づ
く
の
で
結
局
は
年
功
的
運
用
に
陥
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
陥
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
批
判
が

あ
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
能
力
主
義
の
「
能
力
」
と
は
、
職
務
遂
行
能
力
、
仕
事
が
で
き
る
能
力
、
仕
事
で
成
果
が
出
せ
る
能
力
で
あ
る

か
ら
、
本
来
は
仕
事
要
素
が
基
礎
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
改
め
て
仕
事
要
素
に
基
づ
く
能
力
の
意
義
を

強
調
し
た
い
。
そ
れ
は
、
担
当
す
る
仕
事
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の
仕
事
が
で
き
る
能
力
（
職
務
遂
行
能
力
）
の
程
度
を
融
合
さ
せ
た
「
職

務
・
能
力
主
義
」
の
再
構
築
で
あ
る
（
29
）

。

こ
の
場
合
、
職
務
要
素
と
職
能
要
素
を
統
合
し
た
「
職
務
・
職
能
等
級
制
度
」
を
導
入
し
、
た
と
え
ば
賃
金
で
あ
れ
ば
基
本
給
を
単
一

型
の
職
務
・
職
能
給
と
し
て
設
定
す
る
方
法
の
ほ
か
、「
職
務
」
と
仕
事
要
素
を
強
め
た
「
能
力
」
を
別
の
要
素
と
し
て
複
線
型
社
員
等

級
制
度
を
導
入
し
、
管
理
・
専
門
職
層
に
は
職
務
等
級
制
度
か
役
割
等
級
制
度
を
適
用
し
、
育
成
段
階
に
あ
る
一
般
社
員
層
に
は
職
能
等

級
制
度
を
適
用
す
る
方
法
も
あ
る
。
賃
金
に
つ
い
て
は
基
本
給
部
分
に
職
務
給
あ
る
い
は
役
割
給
と
職
能
給
を
併
存
型
で
設
定
し
、
従
業

員
層
に
よ
っ
て
適
用
す
る
基
本
給
の
種
類
や
そ
の
ウ
エ
イ
ト
を
違
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
職
務
・
能
力
基
準
」
の
人
事
・

二
五
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（
二
六
）

処
遇
制
度
に
は
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
何
ら
か
の
方
法
で
職
務
遂
行
能
力
を
基
準
と
す
る
場
合
は
、
年
功
制
と
批
判
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
職
務
調
査
を
行
っ
て
「
職
種

別
・
等
級
別
職
能
要
件
書
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
能
力
要
件
、
能
力
基
準
を
厳
密
か
つ
明
確
に
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
現
在
で

は
大
企
業
中
心
に
普
及
、
定
着
し
て
い
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com
petency

＝
高
業
績
者
の
行
動
特
性
）
の
導
入
も
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
は
行
動
ベ
ー
ス
で
み
た
能
力
概
念
で
あ
り
、
意
欲
・
態
度
の
要
素
も
加
味
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
評
価
制
度
と
し

て
も
使
わ
れ
る
が
、
従
業
員
の
等
級
を
決
定
す
る
ツ
ー
ル
、
等
級
制
度
そ
の
も
の
と
す
る
企
業
の
ほ
か
、
育
成
・
能
力
開
発
の
基
準
、
採

用
ツ
ー
ル
、
適
正
配
置
や
昇
進
の
判
断
材
料
と
し
て
用
い
て
い
る
企
業
も
あ
る
（
30
）

。

2　

能
力
考
課
の
復
権

仕
事
要
素
を
強
め
た
「
職
務
・
能
力
主
義
」
を
「
能
力
開
発
・
活
用
主
義
」
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
人
事
・
処
遇
基
準
の
要
素
と
す
る
場
合
、

当
然
な
が
ら
何
ら
か
の
形
で
「
能
力
」
を
把
握
、
分
析
、
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
業
員
の
職
業
能
力
の
育
成
点
を
見
極
め
、
能
力
開

発
の
目
標
を
定
め
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
の
方
向
性
を
判
断
し
、
適
性
に
応
じ
て
配
置
し
、
活
用
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
思
だ
け

で
な
く
、
本
人
の
能
力
、
適
性
な
ど
の
現
状
把
握
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
事
考
課
以
外
の
評
価
制
度
で
把
握
で
き
る
部
分
も
少
な
く

な
い
が
、
職
業
能
力
自
体
は
日
常
の
職
務
活
動
の
評
価
を
通
じ
た
人
事
考
課
に
よ
る
情
報
量
が
最
も
多
く
、
よ
り
仕
事
に
沿
っ
た
情
報
が

得
ら
れ
る
。
人
事
考
課
か
ら
収
集
し
た
従
業
員
の
能
力
や
特
性
の
情
報
を
基
に
、
実
際
に
育
成
・
能
力
開
発
な
ど
に
結
び
付
け
て
い
く
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
事
・
処
遇
基
準
が
成
果
・
業
績
主
義
に
シ
フ
ト
し
た
こ
ろ
か
ら
、
能
力
考
課
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
風
潮
が
出
て
き
た
。
か

二
六
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（
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つ
て
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
人
事
考
課
制
度
は
、
業
績
考
課
（
成
績
考
課
）、
行
動
考
課
（
意
欲
・
態
度
考
課
）、
能
力
考
課
の
三
区
分
で
構

成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
能
力
考
課
は
、
従
業
員
当
人
が
格
付
け
ら
れ
て
い
る
等
級
・
ラ
ン
ク
を
基
準
と
す
る
職
業
能
力
の
保
有
度
、

充
足
度
、
到
達
度
の
把
握
、
分
析
、
評
価
で
あ
る
。
こ
の
能
力
考
課
を
実
施
し
な
い
企
業
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
高
い
成
果
や
業
績
を

上
げ
た
の
は
能
力
が
優
れ
て
い
る
か
ら
で
、
あ
え
て
能
力
考
課
を
し
な
く
て
も
、
仕
事
の
成
果
、
達
成
度
が
良
け
れ
ば
能
力
が
あ
る
と
み

な
せ
ば
よ
く
、
人
事
考
課
で
は
成
績
考
課
、
業
績
考
課
さ
え
行
っ
て
い
れ
ば
事
足
り
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
、
成
果
や
業
績
は

短
期
的
に
は
能
力
に
か
か
わ
ら
ず
運
・
不
運
で
決
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
中
・
長
期
的
に
み
れ
ば
や
は
り
職
業
能
力
の
高
い
従
業
員

の
ほ
う
が
環
境
条
件
が
同
じ
で
も
良
い
結
果
を
出
す
こ
と
も
経
験
則
上
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
「
能
力

開
発
・
活
用
主
義
」
の
考
え
方
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。

成
果
・
業
績
を
重
視
す
る
立
場
の
ほ
か
、
能
力
考
課
は
潜
在
能
力
を
把
握
す
る
曖
昧
な
評
価
だ
と
い
う
見
方
か
ら
、
能
力
考
課
に
否
定

的
な
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
の
能
力
考
課
は
潜
在
能
力
を
評
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
業
員
に
実
際
に
日
常
業
務
を
遂
行
さ
せ
、

そ
の
職
務
遂
行
過
程
で
観
察
さ
れ
た
具
体
的
事
実
か
ら
把
握
で
き
る
職
務
遂
行
能
力
、
職
務
遂
行
結
果
と
し
て
の
成
果
・
業
績
か
ら
判
断

で
き
る
能
力
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
│
部
下
に
あ
る
仕
事
を
担
当
さ
せ
た
ら
優
れ
た
遂
行
結
果
だ
っ
た
。
そ
の
原
因
を
分
析
す
る
と
商

品
知
識
が
あ
り
、
折
衝
力
に
長
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
職
務
遂
行
過
程
を
観
察
す
る
と
、
判
断
力
、
計
画
力
は
普
通
だ
っ
た
が
、

後
輩
指
導
力
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
│
こ
う
し
た
評
価
方
法
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
顕
在
化
さ
れ
た
保
有
能
力
」

「
発
揮
さ
れ
た
能
力
」
を
分
析
、
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
潜
在
能
力
を
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
実
際
に
担
当
し
て
い

る
仕
事
に
関
し
て
外
部
に
現
れ
た
事
実
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
人
事
考
課
で
は
、
潜
在
能
力
を
評
価
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
繰
り

返
し
実
現
す
る
成
果
・
業
績
、
反
復
さ
れ
る
行
動
、
事
実
が
あ
っ
て
こ
そ
能
力
考
課
は
可
能
に
な
る
（
31
）

。

二
七
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（
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八
）

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
人
材
育
成
、
能
力
開
発
の
観
点
か
ら
能
力
考
課
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
評
価
に
は
知
識
、
技

術
、
判
断
力
、
企
画
力
、
折
衝
力
、
指
導
力
と
い
っ
た
従
来
型
の
考
課
要
素
を
用
い
て
も
よ
い
し
、
こ
う
し
た
要
素
能
力
を
総
合
し
た
状

況
分
析
・
判
断
力
、
課
題
把
握
・
構
成
力
、
課
題
解
決
・
実
行
力
と
い
っ
た
総
合
能
力
を
捉
え
る
考
課
項
目
で
評
価
す
る
方
法
も
あ
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
職
務
能
力
を
把
握
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す
る
企
業
も
あ
る
。
た
だ
、
事
実
の
解
釈
を
含
め
て

能
力
考
課
は
難
し
い
の
で
、
職
能
等
級
制
度
を
導
入
す
る
場
合
は
評
価
基
準
と
し
て
前
述
し
た
「
職
種
別
・
等
級
別
職
能
要
件
」
を
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
ほ
か
、
継
続
的
に
考
課
者
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
（
32
）

。

（
1
） 

こ
の
項
の
記
述
に
関
し
て
は
、
谷
田
部
光
一
『
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
│
』（
晃
洋
書
房
、

二
〇
一
〇
年
）
九
四
頁
│
九
七
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
2
） 

楠
田 

丘
『
人
事
考
課
の
手
引
き
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
九
頁
。

（
3
） 

白
井
泰
四
郎
『
現
代
日
本
の
労
務
管
理
（
第
二
版
）』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
二
年
）
二
二
二
頁
。

（
4
） 

三
輪
卓
己
「
人
事
考
課
制
度
」
奥
林
康
司
（
他
）
編
著
『
入
門 

人
的
資
源
管
理
（
第
二
版
）』
第
七
章
（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
〇
年
）

一
一
二
頁
│
一
一
三
頁
。

（
5
） 

谷
田
部
・
前
掲
書
、
九
五
頁
参
照
。

（
6
） 

福
井
直
人
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
念
に
関
す
る
理
論
的
考
察
」（
北
九
州
市
立
大
学
『
商
経
論
集
』
第
四
七
巻
第
三
・
四
号
、

二
〇
一
二
年
）
六
一
頁
、
同
「
日
本
企
業
に
お
け
る
人
事
考
課
の
変
容
」
上
林
憲
雄
編
著
『
変
貌
す
る
日
本
型
経
営
│
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
主
義
の
進

展
と
日
本
企
業
│
』
第
一
〇
章
（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
〇
八
頁
。

（
7
） 

福
井
・
同
上
論
文
、
福
井
・
同
上
書
執
筆
部
分
、
高
橋 

潔
『
人
事
評
価
の
総
合
科
学
│
努
力
と
能
力
と
行
動
の
評
価
』（
白
桃
書
房
、

二
〇
一
〇
年
）
二
七
九
頁
以
下
、
同
「
人
事
評
価
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
心
理
学
か
ら
の
論
点
」（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
一
七
号
、

二
八



人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
評
価
制
度
（
谷
田
部
）

（
二
九
）

二
〇
一
一
年
）
二
九
頁
│
三
一
頁
、
古
川
久
敬
「
人
事
評
価
の
運
用
の
最
適
化
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
評
価
者
と
被
評
価
者

の
相
互
意
識
化
お
よ
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
促
進
効
果
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
六
一
七
号
、
二
〇
一
一
年
）
五
二
頁
│
五
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
8
） 
福
井
・
同
上
書
執
筆
部
分
、
二
〇
五
頁
。

（
9
） 
同
上
書
、
二
〇
七
頁
、
福
井
・
前
掲
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
念
に
関
す
る
理
論
的
考
察
」
六
一
頁
、
高
橋
・
前
掲
書
、

二
七
九
頁
。

（
10
） 

全
国
規
模
の
大
調
査
で
は
、
母
集
団
で
あ
る
日
本
企
業
の
規
模
別
企
業
数
を
反
映
し
て
、
規
模
計
の
数
値
は
中
小
企
業
の
数
値
に
近
く
な
る
傾

向
が
あ
る
。

（
11
） 

谷
田
部
・
前
掲
書
、
九
六
頁
│
九
七
頁
。

（
12
） 

日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
編
『
能
力
主
義
時
代
の
人
事
考
課
│
現
状
の
問
題
点
と
今
後
の
方
向
│
』（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
弘
報
部
、

一
九
六
九
年
）
一
二
八
頁
。

（
13
） 

楠
田
・
前
掲
書
、
一
〇
頁
。

（
14
） 

楠
田 

丘
『
人
を
活
か
す
人
材
評
価
制
度
』（
経
営
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〇
〇
頁
。

（
15
） 

遠
藤
公
嗣
『
日
本
の
人
事
査
定
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
）。

（
16
） 

一
九
九
七
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
調
査
で
、
二
〇
〇
七
年
（
第
11
回
）
ま
で
の
調
査
名
は
「
日
本
的
人
事
制
度
の
変
容
に
関
す
る
調
査
」
で
あ

り
、
二
〇
〇
九
年
（
第
12
回
）
と
最
新
の
二
〇
一
二
年
（
第
13
回
）
は
「
日
本
的
雇
用
・
人
事
の
変
容
に
関
す
る
調
査
」
と
調
査
名
が
変
更
さ
れ
て

い
る
。

（
17
） 

谷
田
部
・
前
掲
書
、
一
〇
〇
頁
│
一
〇
一
頁
参
照
。

（
18
） 

た
と
え
ば
、
楠
田
・
前
掲
『
人
を
活
か
す
人
材
評
価
制
度
』。

（
19
） 

谷
田
部
・
前
掲
書
、
一
〇
七
頁
│
一
一
一
頁
参
照
。

（
20
） 

林 

伸
二
『
人
材
を
活
か
す
業
績
評
価
シ
ス
テ
ム
』（
同
友
館
、
一
九
九
三
年
）
二
二
頁
。

（
21
） 

守
島
基
博
『
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門
』（
日
経
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
二
頁
│
一
〇
四
頁
。

二
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
五
年
六
月
）

（
三
〇
）

（
22
） 

谷
田
部
・
前
掲
書
、
八
一
頁
│
八
五
頁
、
一
一
一
頁
│
一
一
二
頁
参
照
。

（
23
） 

谷
田
部
光
一
「
こ
れ
か
ら
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
使
命
」（『
政
経
研
究
』
第
四
十
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
一
年
）
七
一
頁
参
照
。

（
24
） 
谷
田
部
光
一
「
人
材
育
成
に
お
け
る
選
択
型
研
修
と
選
抜
型
研
修
」（『
政
経
研
究
』
第
五
十
一
巻
第
三
号
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇
頁
│
一
一
頁

参
照
。

（
25
） 

同
上
論
文
、
一
一
頁
、
谷
田
部
・
前
掲
「
こ
れ
か
ら
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
使
命
」
七
一
頁
│
七
三
頁
参
照
。

（
26
） 

全
国
の
上
場
企
業
三
四
三
二
社
と
そ
れ
に
匹
敵
す
る
非
上
場
企
業
（
資
本
金
五
億
円
以
上
か
つ
従
業
員
五
〇
〇
人
以
上
）
三
〇
四
社
合
計

三
七
三
六
社
を
対
象
に
、
二
〇
一
三
年
一
月
七
日
〜
三
月
一
一
日
に
実
施
。
回
答
社
数
は
二
一
四
社
。

（
27
） 

そ
の
ほ
か
の
要
因
と
し
て
、
人
材
の
配
置
・
異
動
の
柔
軟
性
、
組
織
運
営
の
柔
軟
性
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る
。
谷
田
部
・
前
掲
「
こ
れ
か
ら
の
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
使
命
」
七
〇
頁
参
照
。

（
28
） 

同
上
論
文
、
五
八
頁
│
五
九
頁
参
照
。

（
29
） 

同
上
論
文
、
七
一
頁
参
照
。

（
30
） 

谷
田
部
・
前
掲
書
、
一
〇
五
頁
参
照
。

（
31
） 

こ
の
項
の
記
述
に
関
し
て
は
、
谷
田
部
・
同
上
書
、
一
〇
三
頁
│
一
〇
四
頁
も
参
照
。

（
32
） 

筆
者
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
時
代
、
多
く
の
企
業
の
管
理
職
に
考
課
者
訓
練
を
実
施
し
て
き
た
が
、
継
続
的
に
研
修
・
訓
練
を
行
っ
て
い
る
企
業

で
は
、
考
課
者
の
評
価
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
実
感
し
た
経
験
が
あ
る
。

三
〇
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